岩手県の 北上 川の 流域に 亀ケ 淵と 云う 淵が あつたが、 

そこに は 昔から 大きな 亀が 住んで いて、 いろいろの 怪 

異を 見せる と 云う ので 夜な ど往 くもの はなかった。 

その 亀ケ 淵の 近くに 小学校の 教員が 住んで いた。 そ 

れは、 伝 兵衛と 云う 中年の 男で あつたが、 それが 初秋 

の 比、 夕飯の 後で 北上 川の 網打ちに 住って、 彼方此方 

と 網 を 入れて みたが、 不思議に 何も 獲れ なかった。 伝 

兵衛は 漁の ない 腹 だた しさと、 酒の 酔い も いくらかて 

つだった ので、 

(そん， ，- と は 迷信 さ) 

と 云いながら 亀ケ 淵へ 住った。 空に は 夕月が あった。 



淵の 一 方の 水際に 従来 気の 注かなかった 大きな 岩が 

あった。 伝 兵衛は その 岩の 上へ あがって 往 つて 網 を投 

げたが、 その 網に はたく さんな 魚が 入って いた。 

(これ はものす ごい ぞ) 

伝 兵衛は 大喜びで それ を 腰の 魚 籠へ 入れた が、 魚 籠 

は 魚で 一 ぱいに なった。 魚が 魚 籠に 一 ぱいに なれば、 

そのうえ 網 を 打つ 必要 もなかった。 伝 兵 衛は網 を 畳ん 

で 帰ろうと した。 と、 あがって いる 岩が ぐらぐらと 動 

き だした。 

「あ」 

伝兵衛 はび つくりして、 岩から 飛びお りるな り 夢中 
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